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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月15日(2011.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
アミノ酸配列がＨｙｐ－Ｇｌｙで表されるジペプチドまたはその薬理学的に許容される誘
導体を含有し、皮下または経皮により投与されることを特徴とする、創傷治療のための医
薬組成物。
【請求項２】
剤形が、クリーム剤、ゲル剤、軟膏剤、液剤、粉剤、塗布剤、乳剤、噴霧剤、滴剤、散剤
、貼付剤またはドレッシング剤である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
アミノ酸配列がＨｙｐ－Ｇｌｙで表されるジペプチドまたはその薬理学的に許容される誘
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導体を含有し、剤形が、塗布剤、貼付剤またはドレッシング剤である、創傷治療のための
医薬組成物。
【請求項４】
前記ペプチドまたはその誘導体の含有量が０．１～５０重量％である、請求項１～３のい
ずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項５】
前記ペプチドまたはその誘導体の含有量が０．５～１０重量％である、請求項１～３のい
ずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項６】
さらに、止血活性物質、成長因子、抗感染物質、鎮痛物質および抗炎症物質からなる群よ
り選択される一種類以上を含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の医薬組成物。
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